
Book Review • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

『誤解される日本人』
（講談社 1300円） グレゴリー・クラーク著

「ジャパン・ パッシング」（日本叩き）などという

奇妙な英語が飛ひ・交ったり，“Structural J mpedi
ments Initiative ” が 「構造協議」とi1Rされて日
本の圏内事情が指弾されたり， このところ日本が
すっかり世界の問題児になったかのようである．

去る2月中旬の衆議院選挙のとき， 私はたまた
ま海外にいたが， 選挙結果を報ずる多くの英字紙
が “sex and bribery ” という表現を用いている
のを読んで， こんな政治をやっていては， 日本は
ますます国際社会で孤立するのではないかと感ぜ
ずにはいられなかった．

こうして，ただでさえ訴解されやすい口本人は，
欧米人にとっても， 周辺のアジアの人びとにとっ
ても， ますます不可解な存在になりつつあると言
えよう．

私は， 日本人として， その責任は口本人自身に
あると考えているけれど， 外国人の内く口本人論
がきわめて表面的であったり， 意図的であったり
するために， 日本人がますます誤解されているの
ではないかと思うことも多い．

今こそ， 日本の社会や文化を十分に理解した外
国人による新しい日本人論が待望されているのだ
が， いわゆるジャパノロジストのものでは， 十分
な説得力を持ち得ないのでは ないかとも考えてい
た．

そのようなと
きに， まさにタ
イミングよく出
版されたのが本
元！？であり， その
内容が平易でわ
かりやすいにも
かかわらず， き
わめて深く鋭く
日本人の特質を
論じているのが
この箸の特色で
ある．

著者は， 日本

入社会を感性的・例別的なA型社会と， 理性的・
将遍的なB型社会のほぼ中間点に位置づけ， この
双方を兼ねそなえているにもかかわらず， そのこ
とが理解されていないことが， 日本人への誤解が
生ずる根本原因だと見倣している． すなわち，「口
本は他の社会に比べると， 個別主義， 普通主義の
どちらにも行き過ぎない組み合わせが で き て い
る」 という見方である． このような認識を越本座
標にして語られる日本人論は， 大変ユニークであ
り， しかも日本人への誤解を解く重要なカギを与
えてくれる．

日本人の英語がなぜ下手なのかを論じた 文章や
今日の株式市況の暴落をも 見通したー掌なども興
味深いが， 日本外交を論じて北方領土問題でのア
メリカの苛任を追及している点や，対中国政策， 対
ソ政策で変わり身の早い アメリカに 「ただ采り」
されている日本を弁じている点も大いに参考にな
る．

こうして著者は， 日本人を大変勇気づけてくれ
るのだが， それは， 著者 が28年前にオーストラ
リアから初めて来日してから今までに獲得してき

た日本の魅力を大切にしたい， という率直な気持
ちに忠実であろうとするからだと思われる． だが，
著者は， 決して心情的な日本びいきであるわけで
はなく， きわめて醒めた目で日本と日本人を見つ
めている．

私は， 日頃から著者の評論に注目している1人
であるが， 本:;l}を通読して， 著者がこのような味
わい深い日本人論を苫き得たのは， 日本への愛着
もさることながら， 日本語以上にロシア語や中国
語に堪能な著者が， おのずから比較文化論， 比較
政治学， 比較外交論の複合的な視野をもっている
からだと再認識した． ここに， 一般のジャパノロ
ジストや日本語が上手なだけの外国人には決して
書けない日本人論が出現した知的背景があるのだ
と言えよう．

中嶋嶺雄（なかじま・みねお／
東京外国語大学教綬）

99 
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